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告

（１）

　　

定時評議員会の様子

り
ま
す
と
、
代
表
的
な
指
標
の
大
企
業
・
製

造
業
の
景
気
判
断
指
数
が
前
年
度
に
比
べ
大

幅
に
悪
化
す
る
結
果
と
な
り
、
内
閣
府
の
月

例
経
済
報
告
（
令
和
２
年
３
月
）
で
は
、「
景

気
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
足
下
で
大
幅
に
下
押
し
さ
れ
て
お

り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

柱
で
あ
る
会
員
増
強
や
就
業
機
会
の
確
保
等

に
係
わ
る
周
辺
環
境
に
つ
い
て
も
企
業
等
に

お
け
る
65
歳
定
年
延
長
等
に
よ
る
高
年
齢
者

の
雇
用
推
進
や
最
低
賃
金
の
上
昇
等
の
影
響

か
ら
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
元
年
度
は
当
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
の
指
針
で
あ
る
５
年
間
の

「
第
２
期
基
本
計
画
」
の
最
終
年
度
と
し
て
、

会
員
と
役
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
会
員
の
拡

充
と
就
業
機
会
の
提
供
、
地
域
社
会
と
の
連

携
や
貢
献
な
ど
、
積
極
的
な
対
応
に
努
め
ま

し
た
。

　
加
え
て
、「
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
」
と
「
か

わ
さ
き
北
部
斎
苑
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、

令
和
元
年
度
に
つ
い
て
も
安
心
・
安
全
を
基

に
、
公
正
で
円
滑
な
事
業
の
執
行
に
努
め
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
次
期
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る

た
め
の
「
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」
を
設
置

し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
令
和
２
年
度
か
ら

５
年
間
の
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
方
針
の
指
針

　
令
和
２
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
に
係
る
「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、

「
決
議
の
省
略
」
の
規
定
に
よ
り
書
面
で
同

意
を
い
た
だ
き
、
６
月
４
日
に
各
議
案
と
も

に
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
26
日
に
は
、
令
和
２
年
度
定

時
評
議
員
会
及
び
令
和
２
年
度
第
１
回
臨
時

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。令

和
２
年
度 
第
１
回
定
時
理
事
会

【
議
　
案
】

①
令
和
元
年
度 

事
業
報
告
及
び
事

業
報
告
の
附
属
明
細
書
の
承
認
に

つ
い
て

②
令
和
元
年
度 

決
算
（
計
算
書
類

等
）
の
承
認
に
つ
い
て

③
評
議
員
選
定
委
員
会
運
営
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

④
評
議
員
選
定
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

⑤
評
議
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

⑥
令
和
２
年
度 

定
時
評
議
員
会
の

日
時
及
び
場
所
並
び
に
目
的
で
あ

る
事
項
等
の
決
定
に
つ
い
て

【
報
　
告
】

　
①
職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て

令
和
２
年
度 

第
１
回
定
時
評
議
員
会

【
議
　
案
】

①
令
和
元
年
度 

決
算
（
計
算
書
類

等
）
の
承
認
に
つ
い
て

②
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

【
報
　
告
】

①
令
和
元
年
度 

事
業
報
告
及
び
事

業
報
告
の
附
属
明
細
書
に
つ
い
て

②
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

令
和
２
年
度 

第
１
回
臨
時
理
事
会

【
議
　
案
】

①
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
選
定
に

つ
い
て

【
報
　
告
】

　
①
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て　

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
背
景
と
な

る
国
内
の
社
会

経
済
状
況
は
、

日
銀
短
観
（
３

月
調
査
）
に
よ

と
な
る
「
第
３

期
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し

た
。

　
当
セ
ン
タ
ー

は
、
今
後
に
お

い
て
も
高
年
齢

者
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
地
域

と
の
連
携
と
公

益
性
の
重
要
性

を
十
分
に
認
識

し
、
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
た

め
事
業
の
推
進

を
積
極
的
に
展

開
し
て
ま
い
り

ま
す
。
　

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

植
木
剪
定
作
業・除
草
作
業
に
従
事

で
き
る
会
員
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

南
部
事
務
所

☎
0
4
4
―
2
2
2
―
1
5
5
0

川
崎
区
、
幸
区
、
中
原
区
に
お
住
ま
い
の
会
員

（
担
当
就
業
範
囲
：
川
崎
区
、
幸
区
、
中
原
区
）

北
部
事
務
所

多
摩
区
、
麻
生
区
に
お
住
ま
い
の
会
員

（
担
当
就
業
範
囲
：
多
摩
区
、
麻
生
区
）

☎
0
4
4
―
9
8
0
―
0
1
3
1

中
部
事
務
所

☎
0
4
4
―
8
2
2
―
5
0
3
1

高
津
区
、
宮
前
区
に
お
住
ま
い
の
会
員

（
担
当
就
業
範
囲
：
高
津
区
、
宮
前
区
）

（６）

配分金支払日

7月分

8月分

9月分

8月25日 ㈫

9月25日 ㈮

10月26日 ㈪

7月分から9月分の配分金支払日は  
次のとおりとなっております。

※配分金は月末締め翌月25日支払 
（金融機関が休日の場合は翌営業日）
に指定された口座へ支払います。

　
植
木
剪
定
作
業
・
除
草
作
業
は
、
発
注
が
多
く
、

繁
忙
期
に
は
お
客
様
の
要
望
に
十
分
応
え
ら
れ
な
い

状
況
に
あ
る
た
め
、
当
該
作
業
に
従
事
で
き
る
会
員

の
方
を
募
集
し
ま
す
。
条
件
に
つ
き
ま
し
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

植
木
剪
定
作
業・除
草
作
業
共
通
の
条
件

〇
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
作
業
す
る
た
め
、日
程

を
他
の
会
員
に
合
わ
せ
て
調
整
で
き
る
方
。

〇
発
注
者
に
対
し
て
丁
寧
な
応
対
が
で
き
る

方
。

〇
年
間
を
通
じ
て
作
業
に
従
事
で
き
、
担
当
就

業
範
囲
内
に
自
力
で
行
き
、作
業
で
き
る
方
。

〇
1
日
仕
事
が
基
本
で
あ
り
、
夏
季
な
ど
は
炎

天
下
で
の
仕
事
に
な
る
た
め
、
体
力
に
自
信

が
あ
る
方
。

植
木
剪
定
作
業
の
条
件

〇
植
木
剪
定
作
業
の
経
験
が
あ
る
方
。（
自
宅

の
庭
の
剪
定
も
可
）

〇
剪
定
バ
サ
ミ
、
刈
込
バ
サ
ミ
、
の
こ
ぎ
り
、

◆
投
稿
・
写
真
を
募
集
し
ま
す

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な

ど
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
、 

②
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
例
：
感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て
、

就
業
時
の
経
験
談
、
私
の
健
康
法

な
ど
約
3
0
0
字
程
度

　
②
写
　
　
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫

刻
な
ど
の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ

ズ
）
に
一
言
添
え
て

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送
　

　
く
だ
さ
い
。

◆
送
り
先

　
〒
２
１
０
―
０
０
２
６

　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
経
営
課
内
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

　
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
安
全
ベ
ル
ト
、
脚
立
（
6
尺

以
上
）、
三
脚
、
清
掃
用
具
な
ど
必
要
な
道

具
を
用
意
で
き
る
方
。

〇
道
具
や
材
料
を
運
搬
で
き
る
車
輌
（
軽
ト
ラ

や
ル
ー
フ
キ
ャ
リ
ア
付
き
自
動
車
等
）
を
持

っ
て
い
て
、
運
転
の
で
き
る
方
。

除
草
作
業
の
条
件

〇
鎌
、
帽
子
、
清
掃
用
具
な
ど
必
要
な
道
具
を

用
意
で
き
る
方
。

　
そ
の
他
、
条
件
や
状
況
は
各
事
務
所
ご
と
に
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
次
の
担
当
事
務
所
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

○
最
優
秀
作
品

　
安
全
は
、
あ
せ
ら
ず
、
急
が
ず
、

　
　
　
　             

無
理
を
せ
ず
。

　
　
　
　

 

林

　
　啓
雄

　中
部
会
員

事業実績前年度対比

令和元年度  決  算  概  要

（２）

平成30年度

3,569人

1,830人

5,399人

2,118人

133,739千円

838,963千円

160,741千円

1,133,443千円

39.2％

令和元年度

3,745人

1,979人

5,724人

1,973人

136,473千円

767,975千円

156,321千円

1,060,769千円

34.5％

対前年度比

104.9％

108.1％

106.0％

93.2％

102.0％

91.5％

97.2％

93.5％

－

項　　　目

  男

 会 員 数 女

  計

就 業 実 人 員

  公共

 
契 約 金 額

 企業

  個人

  計

就 業 率

受託事業収益
葬祭場管理運営事業収益
労働者派遣事業等受託収益
職業紹介事業受託収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会員登録手数料
受取補助金等
受取寄付金
雑収益

経常収益計
事業費
管理費

経常費用計

固定資産売却益
経常外収益計

固定資産売却（除却）損
雑費

経常外費用計

経常収益

経常費用

当期経常増減額
経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

決算額
1,060,768,584

211,636,670
10,625,835

81,582
52,159
12,448

497,000
92,338,000

0
1,790

1,376,014,068
1,330,929,201

32,986,787
1,363,915,988

12,098,080
0
0
0
0
0
0

12,098,080
195,888,765
207,986,845

（単位：円）（平成31年4月1日から令和2年3月31日まで）
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り
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す
と
、
代
表
的
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企
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製

造
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景
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判
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前
年
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に
比
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大

幅
に
悪
化
す
る
結
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り
、
内
閣
府
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経
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（
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２
年
３
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。
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。
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の
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の
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で
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る
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間
の
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２
期
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の
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終
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、

会
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と
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や
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積
極
的
な
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。

　
加
え
て
、「
か
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さ
き
南
部
斎
苑
」
と
「
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き
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指
定
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、

令
和
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に
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滑
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。
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、
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に
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も

に
全
会
一
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れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
26
日
に
は
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令
和
２
年
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定

時
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会
及
び
令
和
２
年
度
第
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回
臨
時
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事
会
が
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催
さ
れ
、
次
の
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案
に
つ
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て

審
議
を
行
い
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。令

和
２
年
度 

第
１
回
定
時
理
事
会

【
議
　
案
】

①
令
和
元
年
度 

事
業
報
告
及
び
事

業
報
告
の
附
属
明
細
書
の
承
認
に

つ
い
て

②
令
和
元
年
度 

決
算
（
計
算
書
類

等
）
の
承
認
に
つ
い
て

③
評
議
員
選
定
委
員
会
運
営
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

④
評
議
員
選
定
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

⑤
評
議
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

⑥
令
和
２
年
度 

定
時
評
議
員
会
の

日
時
及
び
場
所
並
び
に
目
的
で
あ

る
事
項
等
の
決
定
に
つ
い
て

【
報
　
告
】

　
①
職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て

令
和
２
年
度 

第
１
回
定
時
評
議
員
会

【
議
　
案
】

①
令
和
元
年
度 

決
算
（
計
算
書
類

等
）
の
承
認
に
つ
い
て

②
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

【
報
　
告
】

①
令
和
元
年
度 

事
業
報
告
及
び
事

業
報
告
の
附
属
明
細
書
に
つ
い
て

②
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

令
和
２
年
度 

第
１
回
臨
時
理
事
会

【
議
　
案
】

①
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
選
定
に

つ
い
て

【
報
　
告
】

　
①
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て　

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
背
景
と
な

る
国
内
の
社
会

経
済
状
況
は
、

日
銀
短
観
（
３

月
調
査
）
に
よ

　
例
年
、６
月
下
旬
に
第
１
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
を
考
慮
し
、や
む
を
得
ず
、中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
委
員
の
皆
様
に
は
書
面
に
て
、 

①
令
和
２
年
度
「
安
全

就
業
標
語
」
の
選
考 

②
令
和
元
年
度
の
委
員
会
及
び
事

務
所
対
策
会
議
の
事
業
報
告 

③
令
和
元
年
度
事
故
発
生

状
況
に
つ
い
て
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。

　「
安
全
就
業
標
語
」
は
20
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正

に
選
考
し
た
結
果
、
最
優
秀
１
作
品
、
優
秀
２
作
品
、
佳

作
３
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
で
は
、
前
年
度
の

26
件
に
比
べ
８
件
減
少
し
、
18
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
事
故
内
容
は
「
令
和
元
年
度
事
故
件
数
に
関
す

る
分
類
に
つ
い
て
」
の
と
お
り
で
、
傷
害
・
賠
償
事
故
は

と
も
に
４
件
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　 令
和
２
年
度 

第
１
回

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
報
告

〔受賞された  林  啓雄  会員（左）〕

　

◎
安
全
就
業
標
語

◎「
安
全
就
業
標
語
」最
優
秀
表
彰
式

○
優
秀
作
品

　「だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」

　
　
　
　
　そ
の
前
に
一
呼
吸
で
確
認
を
！

川
添

　善
市

　南
部
会
員

　安
全
の
声
か
け
　

　
　
　
　他
人
（
ひ
と
）
に
も
　自
分
に
も

馬
場

　時
夫

　北
部
会
員

　
佳
作
と
し
て
、
林  

美
喜
子   

南
部
会
員
、
森
本 

訓   

中
部
会
員
、
山
中  

望   

北
部
会
員
が
入
選
し
ま
し
た
。

　「
安
全
就
業
標
語
」
最
優
秀
に
選
ば
れ
た
、
林
　
啓
雄

会
員
（
中
部
事
務
所
）
を
本
部
に
お
迎
え
し
て
表
彰
状
の

授
与
並
び
に
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
全
就
業
の
呼
び
か
け
と
し
ま
し
て
「
安
全
就

業
標
語
ポ
ス
タ
ー
」
の
掲
示
を
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

と
な
る
「
第
３

期
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し

た
。

　
当
セ
ン
タ
ー

は
、
今
後
に
お

い
て
も
高
年
齢

者
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
地
域

と
の
連
携
と
公

益
性
の
重
要
性

を
十
分
に
認
識

し
、
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
た

め
事
業
の
推
進

を
積
極
的
に
展

開
し
て
ま
い
り

ま
す
。
　



　令和元年度は、傷害・賠償事故の事故件数はと
もに減少しました。傷害事故については転倒事故
が多い状況です。賠償事故は、汚損・変質や財物
を落下させてしまい損壊するケースが多い状況で
す。いずれもちょっとした気の緩みから起こって
しまったという報告が挙がっています。
　令和元年度の事故件数計は18件と平成30年度
の26件に比べ、事故は８件の減少となっておりま
す。また、過去５年間で見た場合、最も少ない件
数となっております。
　今後は自身の健康面、また、就業中や就業場所
の行き帰り等、気の緩みが無いよう、常に周囲の
状況等を気にしていただき、事故防止に努めまし
ょう。

令和元年度 事故件数に関する分類について
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③就業・途上別内訳

就業中
72％

途上
28％
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45％
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56％
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11％
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もので損壊
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②賠償事故内訳

過去5年間の事故件数推移（件数）
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8
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8
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運搬・
搬出中に
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汚損・変質
25％

安
全
就
業
だ
よ
り
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就
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よ
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○
最
優
秀
作
品

　
安
全
は
、
あ
せ
ら
ず
、
急
が
ず
、

　
　
　
　             

無
理
を
せ
ず
。

　
　
　
　

 

林

　
　啓
雄

　中
部
会
員

事業実績前年度対比

令和元年度  決  算  概  要

（２）

平成30年度

3,569人

1,830人

5,399人

2,118人

133,739千円

838,963千円

160,741千円

1,133,443千円

39.2％

令和元年度

3,745人

1,979人

5,724人

1,973人

136,473千円

767,975千円

156,321千円

1,060,769千円

34.5％

対前年度比

104.9％

108.1％

106.0％

93.2％

102.0％

91.5％

97.2％

93.5％

－

項　　　目

  男

 会 員 数 女

  計

就 業 実 人 員

  公共

 
契 約 金 額

 企業

  個人

  計

就 業 率

受託事業収益
葬祭場管理運営事業収益
労働者派遣事業等受託収益
職業紹介事業受託収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会員登録手数料
受取補助金等
受取寄付金
雑収益

経常収益計
事業費
管理費

経常費用計

固定資産売却益
経常外収益計

固定資産売却（除却）損
雑費

経常外費用計

経常収益

経常費用

当期経常増減額
経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

決算額
1,060,768,584

211,636,670
10,625,835

81,582
52,159
12,448

497,000
92,338,000

0
1,790

1,376,014,068
1,330,929,201

32,986,787
1,363,915,988

12,098,080
0
0
0
0
0
0

12,098,080
195,888,765
207,986,845

（単位：円）（平成31年4月1日から令和2年3月31日まで）

科　　　　　　目

り
ま
す
と
、
代
表
的
な
指
標
の
大
企
業
・
製

造
業
の
景
気
判
断
指
数
が
前
年
度
に
比
べ
大

幅
に
悪
化
す
る
結
果
と
な
り
、
内
閣
府
の
月

例
経
済
報
告
（
令
和
２
年
３
月
）
で
は
、「
景

気
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
足
下
で
大
幅
に
下
押
し
さ
れ
て
お

り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

柱
で
あ
る
会
員
増
強
や
就
業
機
会
の
確
保
等

に
係
わ
る
周
辺
環
境
に
つ
い
て
も
企
業
等
に

お
け
る
65
歳
定
年
延
長
等
に
よ
る
高
年
齢
者

の
雇
用
推
進
や
最
低
賃
金
の
上
昇
等
の
影
響

か
ら
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
元
年
度
は
当
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
の
指
針
で
あ
る
５
年
間
の

「
第
２
期
基
本
計
画
」
の
最
終
年
度
と
し
て
、

会
員
と
役
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
会
員
の
拡

充
と
就
業
機
会
の
提
供
、
地
域
社
会
と
の
連

携
や
貢
献
な
ど
、
積
極
的
な
対
応
に
努
め
ま

し
た
。

　
加
え
て
、「
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
」
と
「
か

わ
さ
き
北
部
斎
苑
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、

令
和
元
年
度
に
つ
い
て
も
安
心
・
安
全
を
基

に
、
公
正
で
円
滑
な
事
業
の
執
行
に
努
め
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
次
期
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る

た
め
の
「
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」
を
設
置

し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
令
和
２
年
度
か
ら

５
年
間
の
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
方
針
の
指
針

　
令
和
２
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
に
係
る
「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、

「
決
議
の
省
略
」
の
規
定
に
よ
り
書
面
で
同

意
を
い
た
だ
き
、
６
月
４
日
に
各
議
案
と
も

に
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
26
日
に
は
、
令
和
２
年
度
定

時
評
議
員
会
及
び
令
和
２
年
度
第
１
回
臨
時

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
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。令
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２
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①
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薦
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⑥
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性
の
重
要
性

を
十
分
に
認
識

し
、
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
た

め
事
業
の
推
進

を
積
極
的
に
展

開
し
て
ま
い
り

ま
す
。
　



出典：首相官邸HPより

熱中症の予防について
　
　熱中症のピークは７月から８月です。特に65歳以上の方
に多く発症しています。
　また、今夏は新型コロナウイルス感染症により、これまで
とは異なる生活環境下となることから、今まで以上に就業す
る作業環境の把握と、普段からの体調管理に留意し、熱中症
の予防対策に努めましょう。

●夏期の気温・湿度が高い中でマスクを着用すると、熱中症のリスクが高くなる
おそれがあります。このため、屋外で人と十分な距離（少なくとも２m以上）
が確保できる場合には、熱中症のリスクを考慮し、マスクをはずすようにしま
しょう。

●新型コロナウイルス感染症を予防するためには、冷房時でも換気扇や窓の開放
によって換気を確保する必要があります。この場合、室内温度が高くなるので、
熱中症予防のためにエアコンの温度設定をこまめに調整しましょう。

●日頃の体温測定、健康チェックは、新型コロナウイルス感染症だけでなく、熱
中症を予防する上でも有効です。体調が悪いと感じた時は、無理せず自宅で静
養するようにしましょう。

●のどが渇く前に、こまめに水分補給をしましょう。
（一般的に、食事以外に１日当たり1.2Lの水分の摂取が目安とされています。）

●激しい運動、作業を行ったとき、多くの汗をかいたときは塩分も補給しましょう。

●「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。

●屋外では帽子をかぶり、直射日光を避けましょう。また、熱を吸収しやすい服
装は避けるようにしましょう。

●外での作業中に体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしま
しょう。

●複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけま
しょう。

（５） （４）
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令
和
２
年
度
第
１
回 

定
時
理
事
会・定
時
評
議
員
会・臨
時
理
事
会
の
開
催

令
和
２
年
度
第
１
回 

定
時
理
事
会・定
時
評
議
員
会・臨
時
理
事
会
の
開
催

事
業
報
告

（１）

　　

定時評議員会の様子

り
ま
す
と
、
代
表
的
な
指
標
の
大
企
業
・
製

造
業
の
景
気
判
断
指
数
が
前
年
度
に
比
べ
大

幅
に
悪
化
す
る
結
果
と
な
り
、
内
閣
府
の
月

例
経
済
報
告
（
令
和
２
年
３
月
）
で
は
、「
景

気
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
足
下
で
大
幅
に
下
押
し
さ
れ
て
お

り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

柱
で
あ
る
会
員
増
強
や
就
業
機
会
の
確
保
等

に
係
わ
る
周
辺
環
境
に
つ
い
て
も
企
業
等
に

お
け
る
65
歳
定
年
延
長
等
に
よ
る
高
年
齢
者

の
雇
用
推
進
や
最
低
賃
金
の
上
昇
等
の
影
響

か
ら
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
元
年
度
は
当
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
の
指
針
で
あ
る
５
年
間
の

「
第
２
期
基
本
計
画
」
の
最
終
年
度
と
し
て
、

会
員
と
役
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
会
員
の
拡

充
と
就
業
機
会
の
提
供
、
地
域
社
会
と
の
連

携
や
貢
献
な
ど
、
積
極
的
な
対
応
に
努
め
ま

し
た
。

　
加
え
て
、「
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
」
と
「
か

わ
さ
き
北
部
斎
苑
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、

令
和
元
年
度
に
つ
い
て
も
安
心
・
安
全
を
基

に
、
公
正
で
円
滑
な
事
業
の
執
行
に
努
め
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
次
期
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る

た
め
の
「
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」
を
設
置

し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
令
和
２
年
度
か
ら

５
年
間
の
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
方
針
の
指
針

　
令
和
２
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
に
係
る
「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、

「
決
議
の
省
略
」
の
規
定
に
よ
り
書
面
で
同

意
を
い
た
だ
き
、
６
月
４
日
に
各
議
案
と
も

に
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
26
日
に
は
、
令
和
２
年
度
定

時
評
議
員
会
及
び
令
和
２
年
度
第
１
回
臨
時

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。令

和
２
年
度 

第
１
回
定
時
理
事
会

【
議
　
案
】

①
令
和
元
年
度 

事
業
報
告
及
び
事

業
報
告
の
附
属
明
細
書
の
承
認
に

つ
い
て

②
令
和
元
年
度 

決
算
（
計
算
書
類

等
）
の
承
認
に
つ
い
て

③
評
議
員
選
定
委
員
会
運
営
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

④
評
議
員
選
定
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

⑤
評
議
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

⑥
令
和
２
年
度 

定
時
評
議
員
会
の

日
時
及
び
場
所
並
び
に
目
的
で
あ

る
事
項
等
の
決
定
に
つ
い
て

【
報
　
告
】

　
①
職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て

令
和
２
年
度 

第
１
回
定
時
評
議
員
会

【
議
　
案
】

①
令
和
元
年
度 

決
算
（
計
算
書
類

等
）
の
承
認
に
つ
い
て

②
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

【
報
　
告
】

①
令
和
元
年
度 

事
業
報
告
及
び
事

業
報
告
の
附
属
明
細
書
に
つ
い
て

②
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

令
和
２
年
度 

第
１
回
臨
時
理
事
会

【
議
　
案
】

①
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
選
定
に

つ
い
て

【
報
　
告
】

　
①
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て　

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
背
景
と
な

る
国
内
の
社
会

経
済
状
況
は
、

日
銀
短
観
（
３

月
調
査
）
に
よ

と
な
る
「
第
３

期
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し

た
。

　
当
セ
ン
タ
ー

は
、
今
後
に
お

い
て
も
高
年
齢

者
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
地
域

と
の
連
携
と
公

益
性
の
重
要
性

を
十
分
に
認
識

し
、
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
た

め
事
業
の
推
進

を
積
極
的
に
展

開
し
て
ま
い
り

ま
す
。
　

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

植
木
剪
定
作
業・除
草
作
業
に
従
事

で
き
る
会
員
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

南
部
事
務
所

☎
0
4
4
―
2
2
2
―
1
5
5
0

川
崎
区
、
幸
区
、
中
原
区
に
お
住
ま
い
の
会
員

（
担
当
就
業
範
囲
：
川
崎
区
、
幸
区
、
中
原
区
）

北
部
事
務
所

多
摩
区
、
麻
生
区
に
お
住
ま
い
の
会
員

（
担
当
就
業
範
囲
：
多
摩
区
、
麻
生
区
）

☎
0
4
4
―
9
8
0
―
0
1
3
1

中
部
事
務
所

☎
0
4
4
―
8
2
2
―
5
0
3
1

高
津
区
、
宮
前
区
に
お
住
ま
い
の
会
員

（
担
当
就
業
範
囲
：
高
津
区
、
宮
前
区
）

（６）

配分金支払日

7月分

8月分

9月分

8月25日 ㈫

9月25日 ㈮

10月26日 ㈪

7月分から9月分の配分金支払日は  
次のとおりとなっております。

※配分金は月末締め翌月25日支払 
（金融機関が休日の場合は翌営業日）
に指定された口座へ支払います。

　
植
木
剪
定
作
業
・
除
草
作
業
は
、
発
注
が
多
く
、

繁
忙
期
に
は
お
客
様
の
要
望
に
十
分
応
え
ら
れ
な
い

状
況
に
あ
る
た
め
、
当
該
作
業
に
従
事
で
き
る
会
員

の
方
を
募
集
し
ま
す
。
条
件
に
つ
き
ま
し
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

植
木
剪
定
作
業・除
草
作
業
共
通
の
条
件

〇
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
作
業
す
る
た
め
、日
程

を
他
の
会
員
に
合
わ
せ
て
調
整
で
き
る
方
。

〇
発
注
者
に
対
し
て
丁
寧
な
応
対
が
で
き
る

方
。

〇
年
間
を
通
じ
て
作
業
に
従
事
で
き
、
担
当
就

業
範
囲
内
に
自
力
で
行
き
、作
業
で
き
る
方
。

〇
1
日
仕
事
が
基
本
で
あ
り
、
夏
季
な
ど
は
炎

天
下
で
の
仕
事
に
な
る
た
め
、
体
力
に
自
信

が
あ
る
方
。

植
木
剪
定
作
業
の
条
件

〇
植
木
剪
定
作
業
の
経
験
が
あ
る
方
。（
自
宅

の
庭
の
剪
定
も
可
）

〇
剪
定
バ
サ
ミ
、
刈
込
バ
サ
ミ
、
の
こ
ぎ
り
、

◆
投
稿
・
写
真
を
募
集
し
ま
す

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な

ど
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
、 

②
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
例
：
感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て
、

就
業
時
の
経
験
談
、
私
の
健
康
法

な
ど
約
3
0
0
字
程
度

　
②
写
　
　
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫

刻
な
ど
の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ

ズ
）
に
一
言
添
え
て

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送
　

　
く
だ
さ
い
。

◆
送
り
先

　
〒
２
１
０
―
０
０
２
６

　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
経
営
課
内
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

　
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
安
全
ベ
ル
ト
、
脚
立
（
6
尺

以
上
）、
三
脚
、
清
掃
用
具
な
ど
必
要
な
道

具
を
用
意
で
き
る
方
。

〇
道
具
や
材
料
を
運
搬
で
き
る
車
輌
（
軽
ト
ラ

や
ル
ー
フ
キ
ャ
リ
ア
付
き
自
動
車
等
）
を
持

っ
て
い
て
、
運
転
の
で
き
る
方
。

除
草
作
業
の
条
件

〇
鎌
、
帽
子
、
清
掃
用
具
な
ど
必
要
な
道
具
を

用
意
で
き
る
方
。

　
そ
の
他
、
条
件
や
状
況
は
各
事
務
所
ご
と
に
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
次
の
担
当
事
務
所
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


